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第１章 計画策定の趣旨

１．趣旨

 自殺は、その多くが追い込まれた末の死です。決して自分で望み、選択したものではありませ

ん。自殺の背景には、精神保健上の問題だけでなく、過労、生活困窮、育児や介護疲れ、いじめや

孤独・孤立など様々な社会的要因があります。一般的に個人的な問題として考えられることが多

い自殺ですが、社会的問題として、その要因を踏まえた総合的な取り組みが求められています。 

 本市では、「誰も自殺に追い込まれることのない社会」の実現のため、平成３１年３月に「白山

市自殺対策行動計画」を策定し、保健、医療、福祉、教育、労働その他の関連施策の有機的な連携

により、生きることの包括的な支援を展開してきました。 

 令和５年度は「白山市自殺対策行動計画」の最終年度であることから、計画目標の評価や社会

情勢の変化に伴う計画の見直しを行うとともに、本市の自殺の実態に合わせた「第２次白山市自

殺対策行動計画」を策定しました。

 国の「自殺総合対策大綱 ～誰も自殺に追い込まれることのない社会の実現を目指して～」や

県の「石川県自殺対策計画」を参考に、本市における自殺の特徴を踏まえ、総合的な自殺対策

の更なる推進・強化に取り組みます。 
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※「地域自殺実態プロファイル」等で示された本市の自殺実態を反映します。


